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松松松崎小学校で、入学式が行われました。
（４／６）

松松崎小学校で、入学式が行われました松崎小学校で、入学式が行われました。。
（（４４／／６６））

今今今日から1年生♪今今日から1年生今日から1年生♪♪
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威
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ら
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「
自
然
の
脅
威
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ら
か
ら

生生生
命
や
家
族
を
守
る
た
め
に

生生
命
や
家
族
を
守
る
た
め

生
命
や
家
族
を
守
る
た
め
にに

平
成

年
３
月

日
午
後
２
時

分
頃
に
発
生
し
た
東
日
本

２３

１１

４６

大
震
災
は
、
私
た
ち
に
大
き
な
衝
撃
を
与
え
ま
し
た
。

こ
の
地
震
に
よ
り
、松
崎
町
に
も
大
津
波
警
報
が
発
令
さ
れ
、

町
長
は
、
沿
岸
部
の
地
域
に
対
し
、
避
難
勧
告
を
出
し
ま
し
た
。

幸
い
に
し
て
、
松
崎
町
に
被
害
を
も
た
ら
す
よ
う
な
津
波
は

到
達
し
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
テ
レ
ビ
や
新
聞
で
被
災
地
か
ら
の

報
道
を
見
て
心
を
痛
め
る
と
同
時
に
、
わ
が
家
の
防
災
対
策
を

見
直
し
た
方
も
多
い
で
し
ょ
う
。

一
方
、
私
た
ち
の
地
域
で
、
発
生
が
危
惧
さ
れ
て
い
る
東
海

地
震
も
今
回
の
地
震
同
様
に
、
海
洋
の
プ
レ
ー
ト
を
原
因
と
す

る
海
溝
型
地
震
で
、
特
徴
は
言
う
ま
で
も
な
く
津
波
を
引
き
起

こ
す
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

東
海
地
震
発
生
時
に
、
被
害
を
最
小
限
に
食
い
止
め
る
た
め

に
、
私
た
ち
が
何
を
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
か
を
も
う
一
度

考
え
ま
し
ょ
う
。

こ
の
た
び
の
東
日
本
大
震
災
で
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
の
ご
冥
福
を
お
祈

り
す
る
と
と
も
に
、
被
災
さ
れ
た
皆
様
に
心
か
ら
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ

ま
す
。

津
波
は
、下
図
の
よ
う
に
プ
レ
ー

ト
の
ひ
ず
み
が
開
放
さ
れ
た
場
合

や
、
海
底
地
形
の
大
規
模
な
変
動

を
伴
う
地
震
の
場
合
に
海
面
が
盛

り
上
が
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
津
波

が
発
生
し
ま
す
。

東
海
地
震
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
海

プ
レ
ー
ト
が
ユ
ー
ラ
シ
ア
プ
レ
ー

ト
に
年
間
４
塾
程
度
移
動
し
て
お

り
、
近
く
こ
の
ひ
ず
み
の
開
放
に

よ
り
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
８
程
度

の
大
地
震
が
発
生
す
る
と
推
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
プ
レ
ー
ト
境
界
は
、
海

溝
と
な
っ
て
お
り
、
軟
ら
か
な
堆

積
物
が
厚
い
場
合
に
は
、
振
動
が

よ
り
海
に
強
く
伝
わ
り
、
津
波
が

大
き
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

東
海
地
震
の
発
生
と

津
波
発
生
の
メ
カ
ニ
ズ
ム

松
崎
町
を
含
む
静
岡
県
は
、
１００

年
～

年
の
周
期
で
、
東
海
地
震

１５０

が
発
生
し
、
地
震
と
津
波
の
被
害

を
受
け
て
い
ま
す
。

今
か
ら
約

年
前
の

年
に
発

１５０

１８５５

生
し
た
安
政
大
地
震
で
は
、
地
震

発
生
か
ら

分
後
に
第
一
波
が
到

１０

達
し
、
昼
過
ぎ
ま
で
に
何
十
回
と

な
く
繰
り
返
し
押
し
寄
せ
、
最
大

波
高
は
、
３
～
７
㍍
に
達
し
ま
し

た
（
実
録
安
政
大
地
震
よ
り
）。

こ
の
津
波
に
よ
り
、
松
崎
村
、

道
部
村
は
全
戸
、
江
奈
村
は

戸
１００

中

戸
、
宮
内
村
は

戸
中

戸

５５

２０

１５

が
浸
水
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

津
波
と
地
震
の
記
憶

プレート境界型地震が発生するしくみ

特集／東海地震に備えて

滑 滑

東
北
地
方
で
、
国
内
観
測
史
上
最
大
Ｍ
９
・
０
の
巨
大
地
震
発
生

東
北
地
方
で
、
国
内
観
測
史
上
最
大
Ｍ
９
・
０
の
巨
大
地
震
発
生
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松
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る

東
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震
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害
想
定

人
的
被
害
想
定

人
的
被
害
想
定
は
、
地
震
発
生

の
予
知
が
あ
っ
た
場
合
や
、
地
震

発
生
の
時
間
帯
に
よ
り
、
被
害
状

況
は
大
き
く
異
な
り
ま
す
。

松
崎
町
に
お
い
て
、
最
も
被
害

が
大
き
い
と
想
定
さ
れ
る
正
午
に

予
知
が
さ
れ
ず
、
東
海
地
震
が
発

生
し
た
場
合
の
人
的
被
害
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。

静
岡
県
で
は
、
昭
和

年
８
月

５１

に
東
海
地
震
説
が
発
表
さ
れ
て
か

ら
、
東
海
地
震
対
策
を
県
政
の
最

重
要
施
策
の
一
つ
と
し
て
位
置
付

け
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

こ
の
間
、
国
内
外
で
は
、
さ
ま

ざ
ま
な
地
震
災
害
が
発
生
し
、
こ

れ
ら
の
災
害
か
ら
得
ら
れ
た
貴
重

な
教
訓
を
被
害
想
定
に
反
映
さ
せ
、

実
態
に
合
っ
た
地
震
対
策
の
推
進

を
図
る
こ
と
を
目
的
に
地
震
被
害

想
定
を
策
定
し
て
い
ま
す
。

こ
の
被
害
想
定
結
果
に
よ
る
松

崎
町
内
の
被
害
状
況
は
、
以
下
の

と
お
り
と
な
り
ま
す
。

建
築
物
被
害
想
定

建
築
物
の
被
害
棟
数
に
つ
い
て

は
、
地
震
に
よ
る
倒
壊
や
液
状
化
、

津
波
、
山
・
崖
崩
れ
、
出
火
・
延

焼
な
ど
に
よ
る
被
害
が
想
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

津
波
に
よ
る
建
物
被
害
想
定

東
海
地
震
発
生
後
、
第
１
波
は

松
崎
港
へ
約
８
分
で
到
達
す
る
と

想
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
津
波
に
よ
る
建
築
物
の
被

害
想
定
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

地震により倒壊した家屋

特集／東海地震に備えて

東海地震による人的被害想定結果（正午・予知なし）

中等傷者重傷者死 者

88116建物被害

1253津波

29127山・崖崩れ

57211屋内収容物被害

201246道路上の落石・崩土

922その他

2156365合 計

東海地震による津波での
建物被害想定

0大破棟数

549中破棟数

162床上軽微棟数

41床下浸水棟数

752浸水棟数

東海地震による
建築物被害想定結果

635大破棟数

1,686中破棟数

930一部損壊

21床下浸水

こ
れ
ら
の
想
定
は
、
平
成

年
に
静
岡
県
が
策
定
し
た
東
海
地
震
第
３
次
被
害

13

想
定
に
よ
る
も
の
で
す
。
こ
の
想
定
は
、
今
後
、
静
岡
県
が
、
東
日
本
大
震
災
を

検
証
し
、
見
直
さ
れ
る
予
定
で
す
。
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こ
の
た
び
、
３
月

日
に
東
北

１１

地
方
で
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災

を
は
じ
め
、
２
月
の
ニ
ュ
ー
ジ
ー

ラ
ン
ド
地
震
な
ど
、
世
界
各
地
で

大
地
震
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

突
然
襲
っ
て
く
る
大
地
震
の
被

害
を
最
小
限
に
抑
え
る
た
め
に
は
、

日
ご
ろ
か
ら
防
災
意
識
を
高
め
る

こ
と
が
必
要
で
す
。

家
の
中
の
安
全
を
守
る

○
家
の
中
に
安
全
な
ス
ペ
ー
ス
が

確
保
で
き
る
よ
う
に
、
家
具
の

配
置
換
え
を
す
る
。

○
寝
室
や
子
ど
も
、
高
齢
者
の
い

る
部
屋
に
は
、
な
る
べ
く
家
具

を
置
か
な
い
。

○
家
具
や
テ
レ
ビ
、
冷
蔵
庫
が
倒

れ
な
い
よ
う
に
、
転
倒
防
止
金

具
な
ど
で
固
定
す
る
。

○
安
全
に
避
難
で
き
る
よ
う
に
、

玄
関
な
ど
の
出
入
り
口
付
近
に

家
具
や
倒
れ
や
す
い
物
を
置
か

な
い
。

○
就
寝
時
に
地
震
が
発
生
す
る
こ

と
を
想
定
し
、
安
全
に
避
難
で

き
る
よ
う
に
、
寝
室
に
靴
や
ス

リ
ッ
パ
、
懐
中
電
灯
を
置
く
。

○
貴
重
品
や
救
急
薬
品
、
携
帯
ラ

ジ
オ
な
ど
、
家
族
構
成
に
合
わ

せ
て
必
要
な
も
の
を
非
常
持
ち

出
し
品
と
し
て
用
意
し
、
災
害

時
に
す
ぐ
に
持
ち
出
せ
る
と
こ

ろ
に
保
管
す
る
。

○
支
援
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な

る
ま
で
生
活
で
き
る
よ
う
、
各

家
庭
で
食
料
（
非
常
食
３
日
分

を
含
む
７
日
分
）・
飲
料
水
（
１

人
に
つ
き
３
リ
ッ
ト
ル
／
日
）

の
備
蓄
を
す
る
。

家
具
の
固
定
に
対
す
る
補
助
金

町
で
は
、
家
具
の
転
倒
に
よ
る

被
害
を
防
止
・
軽
減
す
る
た
め
、

町
内
の
専
門
知
識
を
有
す
る
方

（
大
工
・
建
具
職
等
）
が
施
工
す

る
家
具
な
ど
の
固
定
に
要
す
る
経

費
や
家
具
の
転
倒
防
止
器
具
の
購

入
に
対
し
、補
助
金
の
支
給
を
行
っ

て
い
ま
す
。

【
補
助
の
内
容
】

○
災
害
時
要
援
護
者
世
帯

限
度
額
４
０,

０
０
０
円

（
経
費
の
２
／
３
以
内
）

○
一
般
世
帯

限
度
額
３
０,

０
０
０
円

（
経
費
の
１
／
２
以
内
）

地
震
に
耐
え
ら
れ
る
家
に
す
る

平
成
７
年
に
発
生
し
た
阪
神
・

淡
路
大
震
災
で
は
、
死
者
の
約
８

割
が
倒
壊
し
た
家
屋
に
よ
る
圧
死

で
し
た
。

こ
の
倒
壊
し
た
家
屋
の
大
半
は
、

昭
和

年
５
月

日
以
前
の
旧
建

５６

３１

築
基
準
で
建
て
ら
れ
た
在
来
木
造

住
宅
で
し
た
。

家
屋
の
倒
壊
は
、
住
ん
で
い
る

方
の
生
命
を
奪
う
だ
け
で
な
く
、

ガ
レ
キ
に
よ
っ
て
道
路
を
塞
い
で

し
ま
い
、
避
難
や
支
援
の
妨
げ
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

耐
震
補
強
に
対
す
る
補
助
金

町
で
は
、
旧
建
築
基
準
で
建
て

ら
れ
た
在
来
木
造
住
宅
に
対
し
て
、

以
下
の
補
助
を
し
て
い
ま
す
。

○
わ
が
家
の
専
門
家
診
断

無
料
で
町
が
専
門
家
を
派
遣
し
、

耐
震
診
断
を
行
い
ま
す
。

○
耐
震
補
強
計
画
の
作
成

診
断
の
結
果
、
倒
壊
の
危
険
性

が
あ
る
場
合
、
地
震
に
耐
え
ら
れ

る
住
宅
に
す
る
た
め
、
設
計
士
に

補
強
計
画
の
策
定
を
依
頼
し
ま
す
。

計
画
策
定
に
は
、

万
円
か
ら

１５

万
円
程
度
の
費
用
が
か
か
り
ま

２０す
が
、
町
で
は
、
要
し
た
費
用
の

２
／
３
以
内
で
、
１
棟
あ
た
り
９

６,
０
０
０
円
を
上
限
に
補
助
を

し
ま
す
。

○
耐
震
補
強
工
事

補
強
計
画
に
基
づ
い
た
工
事
に

つ
い
て
、
一
般
世
帯
は

万
円
、

６０

高
齢
者
の
み
の
世
帯
等
で
は

万
８０

円
を
限
度
に
補
助
を
し
ま
す
。

家
の
周
囲
の
安
全
対
策

町
の
中
で
、
よ
く
目
に
す
る
ブ

ロ
ッ
ク
塀
は
、
土
中
に
基
礎
部
分

が
な
い
も
の
や
、
ひ
び
割
れ
が
あ

る
も
の
は
、
倒
壊
の
危
険
性
が
あ

り
ま
す
。

ま
た
、
表
面
に
な
ま
こ
壁
が
施

さ
れ
て
い
る
ブ
ロ
ッ
ク
塀
に
つ
い

て
も
、
耐
震
性
能
に
変
わ
り
は
な

く
、
倒
壊
の
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。

避
難
す
る
際
に
は
、
な
る
べ
く

ブ
ロ
ッ
ク
塀
か
ら
離
れ
た
と
こ
ろ

を
通
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

生
垣
づ
く
り
奨
励
補
助
金

町
で
は
、
公
衆
道
路
に
面
し
て

い
る
ブ
ロ
ッ
ク
塀
を
撤
去
し
、
生

垣
に
改
修
す
る
場
合
や
新
た
に
生

垣
を
設
置
す
る
場
合
に
、
費
用
の

一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

○
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
撤
去

３
０,
０
０
０
円
を
上
限
に
助
成

（
１
㍍
あ
た
り
２,
０
０
０
円
）

※
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
撤
去
だ
け
を
行
う

場
合
の
補
助
制
度
は
あ
り
ま
せ
ん
。

○
生
垣
の
設
置

３
０,
０
０
０
円
を
上
限
に
助
成

（
経
費
の
１
／
２
以
内
）

※
い
ず
れ
の
補
助
制
度
を
利
用
さ

れ
る
場
合
も
、
事
業
着
手
前
に
申

請
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

家
族
で
防
災
会
議
を
す
る

大
き
な
地
震
が
発
生
し
た
場
合
、

電
話
の
発
信
が
制
限
さ
れ
ま
す
。

家
族
で
防
災
会
議
を
開
き
、
次

の
よ
う
な
こ
と
を
話
し
合
い
、
分

担
を
決
め
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

○
避
難
時
の
役
割
分
担

○
家
族
が
離
れ
離
れ
に
な
っ
た
時

の
連
絡
方
法
を
決
め
る
。（
遠
方

の
親
せ
き
や
知
人
の
家
な
ど
を

緊
急
連
絡
先
に
決
め
て
お
く
。

貼
り
紙
な
ど
で
伝
言
を
残
す
場

所
を
決
め
て
お
く
。）

○
災
害
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
、
災
害
用

伝
言
板
の
利
用
方
法
を
確
認
し

て
お
く
。

○
避
難
場
所
と
避
難
経
路
を
確
認

し
て
お
く
。

補
助
金
に
関
す
る
お
問
合
せ

家
具
の
固
定
に
対
す
る
補
助
金

総

務

課

（
４
２
）３
９
６
３

耐
震
補
強
に
対
す
る
補
助
金

産
業
建
設
課

（
４
２
）３
９
６
５

生
垣
づ
く
り
奨
励
補
助
金

企
画
観
光
課

（
４
２
）３
９
６
４

※
補
助
制
度
を
利
用
さ
れ
る
場
合

は
、
事
業
着
手
前
に
申
請
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

「
地
震
」

「
地
震
」

「
地
震
」に
備
え
る
！

特集／東海地震に備えて



「
地
震
発
生
」
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地
震
が
発
生
し
た
と
き
は
、
誰

も
が
焦
る
も
の
で
す
。

し
か
し
、
慌
て
て
外
に
飛
び
出

し
た
り
す
る
と
、
か
え
っ
て
危
険

で
す
。
落
ち
着
い
て
行
動
し
、
命

を
守
り
ま
し
ょ
う
。

地
震
発
生
か
ら
、
避
難
す
る
ま

で
の
行
動
に
つ
い
て
、
ご
紹
介
し

ま
す
。

地
震
発
生
時
の
行
動

○
ま
ず
、
身
を
守
る

机
や
テ
ー
ブ
ル
の
下
に
身
を
隠

し
、
落
下
物
や
倒
壊
物
か
ら
身
を

守
り
ま
し
ょ
う
。

○
火
を
消
す

台
所
な
ど
で
、
火
を
使
っ
て
い

た
場
合
は
、
す
ぐ
に
火
を
止
め
ま

し
ょ
う
。

出
火
し
て
し
ま
っ
た
場
合
は
、

地
震
の
揺
れ
が
お
さ
ま
っ
て
、
安

全
を
確
保
し
た
後
に
、
消
火
器
で

消
火
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

初
期
消
火
後
は
、
ガ
ス
の
元
栓

を
し
っ
か
り
閉
め
ま
し
ょ
う
。

○
玄
関
を
開
け
る

地
震
に
よ
り
、
家
屋
が
ゆ
が
み
、

出
入
り
口
の
開
閉
が
で
き
な
く
な

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
揺
れ
が
お

さ
ま
っ
た
ら
、
玄
関
の
戸
を
開
放

し
て
脱
出
口
を
確
保
し
ま
し
ょ
う
。

○
避
難
す
る

慌
て
て
外
へ
飛
び
出
す
と
屋
外

の
落
下
物
で
負
傷
す
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。
揺
れ
が
お
さ
ま
っ
た

こ
と
を
確
認
し
、
非
常
持
ち
出
し

袋
を
持
ち
、
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

避
難
す
る
と
き
は
、
壊
れ
た
物

や
割
れ
た
ガ
ラ
ス
片
な
ど
が
散
乱

し
て
い
ま
す
の
で
、
底
の
厚
い
靴

を
履
い
て
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

避
難
場
所
へ
は
、
車
で
の
移
動

は
避
け
、
徒
歩
で
避
難
す
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

○
隣
近
所
の
安
否
を
確
認
す
る

隣
近
所
で
声
を
か
け
あ
い
、
家

の
下
敷
き
に
な
っ
て
い
る
人
や
け

が
人
が
い
な
い
か
安
否
を
確
認
し

ま
し
ょ
う
。
そ
の
際
は
、
２
次
災

害
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

松
崎
町
の
沿
岸
部
や
河
口
部
は
、

那
賀
川
の
河
口
を
除
い
て
、
水
門

や
堤
防
が
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
堤
防
は
、
東
海
地
震

に
よ
る
高
さ
７
㍍
程
度
の
津
波
を

想
定
し
て
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
今
回
の
東
日
本
大
震

災
と
同
様
に
想
定
を
超
え
る
津
波

が
襲
っ
て
き
た
場
合
は
、
施
設
が

決
壊
す
る
と
い
っ
た
不
測
の
事
態

も
予
想
さ
れ
ま
す
。

津
波
警
報
が
発
令
さ
れ
た
場
合

大
き
な
地
震
発
生
後
に
津
波
の

恐
れ
が
あ
る
場
合
は
、
気
象
庁
か

ら
津
波
警
報
、
大
津
波
警
報
が
発

令
さ
れ
ま
す
。

海
岸
や
河
川
、
津
波
浸
水
想
定

区
域
内
に
い
る
方
は
、
遠
く
へ
避

難
す
る
の
で
は
な
く
、
急
い
で
高

台
に
避
難
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
水
門
や
堤
防
が
設
置
さ

れ
て
い
る
地
域
内
に
い
る
場
合
も

施
設
の
力
を
過
信
せ
ず
、
想
定
外

の
津
波
の
襲
来
に
備
え
て
避
難
を

し
て
く
だ
さ
い
。

東
日
本
大
震
災
発
生
後
、
町
に

は
、
那
賀
川
河
口
へ
の
水
門
設
置

を
要
望
す
る
お
便
り
や
、
避
難
ビ

ル
や
避
難
タ
ワ
ー
の
設
置
を
要
望

す
る
お
便
り
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

那
賀
川
河
口
へ
の
水
門
設
置
に

つ
い
て
は
、
平
成

年
度
に
事
業

１１

採
択
さ
れ
ま
し
た
が
、
水
門
閉
鎖

に
よ
る
浸
水
や
洪
水
、
景
観
や
生

態
系
へ
の
影
響
な
ど
を
懸
念
す
る

方
か
ら
要
望
が
出
さ
れ
、
事
業
の

見
直
し
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

町
で
は
、
平
成

年
度
に
「
那

１４

賀
川
水
系
河
口
周
辺
治
水
対
策
委

員
会
」
を
設
置
し
、
会
議
を
重
ね

て
き
ま
し
た
が
、
結
論
に
至
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

こ
の
後
、
平
成

年
７
月
か
ら

１９

９
月
に
か
け
て
、
津
波
浸
水
被
害

が
想
定
さ
れ
る

地
区
を
対
象
に

１１

津
波
対
策
懇
談
会
を
開
催
し
、
延

べ

人
の
参
加
を
い
た
だ
き
ま
し

２６４
た
。懇

談
会
で
は
、
人
命
、
財
産
の

保
護
、
避
難
時
間
確
保
の
た
め
水

門
設
置
を
求
め
る
意
見
が
多
く
出

さ
れ
ま
し
た
。

現
在
、
懇
談
会
の
結
果
を
踏
ま

え
、
県
と
津
波
対
策
に
つ
い
て
、

協
議
を
重
ね
て
い
ま
す
。

国
や
県
で
は
、
こ
の
た
び
の
東

日
本
大
震
災
の
被
害
状
況
を
踏
ま

え
、
東
海
地
震
の
被
害
想
定
の
見

直
し
が
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

町
で
は
、
国
、
県
の
被
害
想
定

を
参
考
に
町
民
の
皆
様
の
ご
意
見

を
伺
い
な
が
ら
議
論
を
深
め
、
町

に
と
っ
て
最
も
有
効
な
津
波
対
策

を
推
進
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

町
民
の
皆
様
の
生
命
と
財
産
を

守
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

観
光
を
基
幹
産
業
と
し
て
い
る
町

に
と
っ
て
、
観
光
客
の
方
に
安
心

し
て
訪
れ
て
い
た
だ
け
る
町
で
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
津
波
に
よ
る
浸
水
が
想

定
さ
れ
て
い
る
地
域
に
は
、
歴
史

的
に
貴
重
な
建
物
が
多
数
あ
り
ま

す
。
こ
れ
ら
を
後
世
に
引
き
継
ぐ

た
め
に
も
、
今
後
の
津
波
対
策
に

ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

津
波
に
対
す
る

施

設

整

備

を

「
地
震
発
生
」

「
地
震
発
生
」

そ
の
と
き
、ど
う
す
る
！

「
津
波
対
策
」

「
津
波
対
策
」

「
津
波
対
策
」

を
考
え
る

特集／東海地震に備えて
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町町町
議
会
議
員
選
挙

町町
議
会
議
員
選

町
議
会
議
員
選
挙挙

��

投票率

77.65
％

任
期
満
了
に
伴
う
松
崎
町
議
会

議
員
選
挙
が
、

日
に
告
示
さ
れ
、

１９

議
員
定
数

人
に
対
し
、

人
の

１０

１３

候
補
者
が
立
候
補
し
、
５
日
間
の

選
挙
戦
の
中
で
、
各
自
の
公
約
を

掲
げ
、
町
民
の
支
持
を
訴
え
ま
し

た
。投

票
は
、
４
月

日
、
町
内

２４

１５

カ
所
の
投
票
所
で
行
わ
れ
、
即
日

開
票
の
結
果
、

人
の
新
議
員
が

１０

誕
生
し
、
翌

日
に
は
、
船
津
今

２５

夫
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長
か
ら

当
選
証
書
が
付
与
さ
れ
ま
し
た
。

新
議
員
の
皆
さ
ん
に
は
、
こ
れ

か
ら
４
年
間
、
町
民
の
代
弁
者
と

し
て
、
ご
尽
力
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。

当
選
さ
れ
た
方
々
を

ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

（
五
十
音
順
）

稲葉昭宏 議員 一瀬 寿一 議員

関 唯彦 議員 鈴木 源一郎 議員 佐藤 作行 議員 斉藤 重 議員

藤井 要 議員 福本 栄一郎 議員 土屋 清武 議員 高柳 孝博 議員

開

票

結

果

○当

７
１
８

土
屋

清
武

無
新

７０

○当

６
３
７

佐
藤

作
行

無
新

６３

○当

６
２
４

藤
井

要

無
新

６０

○当

５
８
５

関

唯
彦

無
現

５７

○当

５
１
９

高
柳

孝
博

無
新

６４

○当

４
７
０

福
本

栄
一
郎

無
新

６２

○当

４
１
６

斉
藤

重

無
現

７５

○当

２
８
３

稲
葉

昭
宏

無
現

６９

○当

２
８
１

一
瀬

寿
一

無
現

６８

○当

２
３
６

鈴
木

源
一
郎

共
現

７９

次

２
２
３

篠
原

健
一

無
現

６５

１
２
８

渡
辺

武

無
現

７６

７
０

鈴
木

孝
子

無
新

７６

▽
投
票
者
総
数

５,

２
３
５

▽
有

効

５,

１
９
１

▽
無

効

４
４

������
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地域の安全を守る

山
田
前
副
団
長
の
退
任
に
伴
い
、

新
年
度
と
な
っ
た
４
月
１
日（
金
）、

町
長
室
に
て
、
齋
藤
町
長
か
ら
土

屋
副
団
長
に
辞
令
が
交
付
さ
れ
ま

し
た
。

松
崎
町
消
防
団
の
平
成

年
度

２３

入
団
式
が
４
月
１
日
（
金
）
午
後

７
時

分
か
ら
環
境
セ
ン
タ
ー
文

３０

化
ホ
ー
ル
で
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

式
で
は
新
役
員
や
新
、
再
入
団

員
総
勢

人
の
代
表
者
に
対
し
、

７４

中
村
団
長
か
ら
辞
令
書
が
手
渡
さ

れ
ま
し
た
。

ま
た
、
新
入
団
員
を
代
表
し
て

第
１
分
団
第
２
小
隊
の
内
田
武
久

団
員
が
「
命
令
や
規
則
を
守
り
、

良
心
に
従
っ
て
、
忠
実
に
消
防
の

義
務
を
遂
行
す
る
こ
と
を
誓
い
ま

す
。」
と
力
強
く
宣
誓
し
ま
し
た
。

中
村
団
長
は
「
時
代
や
地
域
の

ニ
ー
ズ
に
的
確
に
対
応
し
、
あ
ら

ゆ
る
災
害
か
ら
町
民
の
生
命
、
身

体
お
よ
び
財
産
を
守
る
と
い
う
消

防
使
命
の
遂
行
に
あ
た
り
、
町
民

の
付
託
に
応
え
る
消
防
団
づ
く
り

に
精
進
し
よ
う
。」
と
訓
示
し
ま
し

た
。

新
年
度
の
体
制
整
う

松崎町消防団
入 団 式
松崎町消防団
入 団 式

宣誓する内田武久新入団員

平成23年度 松崎町消防団役員名簿

人 員
山田 亘本部長

山本 謹吾

土屋 宗三郎
副団長中村 一夫団 長

本

部 12

人 員
管 轄 区 域副分団長小隊分団長

分

団 分 団小隊

５８

２７東・西・南・北・中端山 智充１

中村 和行

（中区）

１
分
団

１５宮内・伏倉石田 和也２

１５道部横田 英文３

３４
２０江奈１・２・３・４土屋 善則１石田 一嘉

（江奈）

２
分
団 １３櫻田平野 直人２

３８

１２吉田・南郷・建久寺・那賀土屋 孝弘１

渡邉 和人

（船田）

３
分
団

１３船田・門野船津 和彦２

１２峰輪吉長 政彦３

３２
１５大澤・明伏・小杉原松本 賢太１鈴木 隆

（小杉原）

４
分
団 １６池代鈴木 真澄２

５２

１６山口・指川・金沢稲葉 宏樹１

後藤 育正

（八木山）

５
分
団

１２野田・中村・松尾大野 雄一２

１１峰佐藤 清岳３

１２八木山加賀 孝志４

４０

１３岩地斉藤 誠１

鈴木 勝二

（雲見）

６
分
団

１２石部高橋 康之２

１４雲見窓橋 英男３

２５４合 計

【問合せ】総務課消防防災係 電話４２－３９６３（直通）

消防ポンプ自動車引渡式

松崎町消防団第２分団第１小隊

の消防ポンプ自動車が、老朽化のた

め更新されました。

４月１日（金）に松崎町役場庁舎

前で、消防ポンプ自動車引渡式が行

われました。

式典で、齋藤町長は、管轄地区で

ある江奈地区をはじめ、町全体を守

る消防車両として大いに役立てて

ほしいと挨拶しました。

新
副
団
長
に
土
屋
宗
三
郎
氏
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二
十
一
世
紀
松
崎
町
三
つ
の
実
践
運
動
に
つ
い
て

よ
り
よ
い
地
域
社
会
づ
く
り
と
明

る
く
健
や
か
な
子
ど
も
た
ち
の
育

成
に
つ
な
が
り
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
が
、
い
つ
も
明
る

く
あ
い
さ
つ
が
で
き
る
よ
う
に
、

ま
ず
は
大
人
か
ら
子
ど
も
た
ち
に

声
を
か
け
ま
し
ょ
う
。

昨
年
は
、
観
光
客
の
方
か
ら

「
松
崎
の
子
ど
も
の
挨
拶
が
素
晴

ら
し
か
っ
た
。
人
も
町
も
ハ
ー
ト

フ
ル
な
町
だ
っ
た
。」
と
い
う
お
褒

め
の
手
紙
が
届
き
ま
し
た
。

通
り
か
か
っ
た
人
に
あ
い
さ
つ

を
す
る
と
い
う
自
然
な
行
動
が
、

町
を
訪
れ
た
方
に
最
高
の
お
も
て

な
し
に
な
り
ま
す
。

こ
の
運
動
を
実
践
に
つ
な
げ
る

た
め
に
は
、
学
校
・
家
庭
・
地
域

の
連
携
が
不
可
欠
で
す
。
特
に
、

地
域
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

登
下
校
中
の
児
童
・
生
徒
へ
の
声

か
け
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

今
後
も
三
つ
の
実
践
運
動
を
推

進
し
、
地
域
ぐ
る
み
で
「
心
地
よ

い
あ
い
さ
つ
が
溢
れ
る
町
」
を
目

指
し
ま
し
ょ
う
。

【
問
合
せ
】

教
育
委
員
会
（
４
２
）
３
９
７
１

松
崎
町
で
は
、
青
少
年
健
全
育

成
活
動
の
一
環
と
し
て
「
あ
い
さ

つ
・
返
事
・
後
し
ま
つ
」
を
合
い

言
葉
に
、「
二
十
一
世
紀
松
崎
町
三

つ
の
実
践
運
動
」
を
展
開
し
て
い

ま
す
。

こ
の
運
動
は
、
「
学
校
・
家
庭
・

地
域
が
連
携
し
、
子
ど
も
を
育
て

る
た
め
、
大
人
か
ら
実
践
す
る
こ

と
」「
大
人
も
子
ど
も
も
互
い
に
関

わ
り
合
い
を
深
め
る
こ
と
」
と
い

う
２
つ
の
視
点
で
提
案
さ
れ
た
も

の
で
す
。

三
つ
の
実
践
運
動

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
よ
り

小
中
学
生
と
保
護
者
を
対
象
に

実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
保

護
者
の

諸
が
実
践
運
動
を
知
っ

８５

て
い
る
と
答
え
、

諸
の
家
庭
で
、

４８

実
践
運
動
の
話
を
し
た
こ
と
が
あ

る
と
い
う
結
果
が
出
ま
し
た
。

小
中
学
生
の
ア
ン
ケ
ー
ト
回
答

に
は
、
あ
い
さ
つ
へ
の
関
心
が
高

く
、
意
識
し
て
い
る
様
子
が
う
か

が
え
ま
し
た
。

地
域
で

家
庭
で

あ
い
さ
つ
を

あ
い
さ
つ
は
、
地
域
に
お
け
る

人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を
深
め
、

・「はあい」ではなくて「はい！」と言う（松小１年）

・「はい」「いいえ」を言う （松小２年）

・しっかり言うようにしている （松小３年）

・相手に聞こえるように大きい声で返事をする（松小４年）

・歯切れよく大きな声で返事をする （松小５年）

・先生に呼ばれた時に必ず大きな声で返事をする（松小６年）

・聞こえる声(伝わる声)で返事をする （中 学 生）

・呼ばれたら必ず返事をする （中 学 生）

・相手の方を見てはっきり返事をする （中 学 生）

返事について

・会った人にはすすんんであいさつをする（松小１年）

・朝や帰りに出会った人にあいさつをしている（松小２年）

・明るく元気よく言う （松小３年）

・相手がうれしくなるようなあいさつをする（松小４年）

・できるだけ多くの人にあいさつをする （松小５年）

・目を見て大きな声であいさつをする （松小６年）

・人にしっかり伝わるようにあいさつをする（中 学 生）

・目線に気をつけてあいさつをする （中 学 生）

・返事をされるように聞こえるようにする（中 学 生）

あいさつについて

・わが家の目標を作り、取り組んでいます。

・日常生活に必要なものばかりなので、機会があ

るごとに話題にしてしっかりやろうと促してい

る。

・ありがとうという言葉の大切さ。

・「しっかり後しまつ」が今以上にできるように

がんばろう。

・３つとも、みんなが気持よくなることだから、

しっかりやろう。

各家庭で話し合った内容

・食べた物を片づける （松小１年）

・使ったらすぐに片づける （松小２年）

・使ったもの、やったものを片づける （松小３年）

・心がすっきりするように片付ける （松小４年）

・使い終わったものはすぐにしまう （松小５年）

・片づけを後回しにしない （松小６年）

・ごみの処理を注意する （中 学 生）

・もとにしっかり戻す （中 学 生）

・自分がしたことを意識する （中 学 生）

後しまつについて

児児児童・生徒・家庭の意見から児児童・生徒・家庭の意見か児童・生徒・家庭の意見からら

二
十
一
世
紀
松
崎
町
三
つ
の
実
践
運
動
に
つ
い
て
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2011年７月24日でアナログ放送は終了します！

＜＜＜地デジ受信の準備をお急ぎください！＞＞＞

このように表示されているテレビはアナログ放送です！

もしご自宅がアナログだと・・・

そそそんな皆様のためにデジサポ電話相談コーナーを開設いたします！そそんな皆様のためにデジサポ電話相談コーナーを開設いたします！そんな皆様のためにデジサポ電話相談コーナーを開設いたします！

時 間場 所期 間

9：00 ～ 17：00松崎町役場窓口税務課前ロビー６月１５日（水）～８月２６日（金）

電話相談コーナーには、地デジに関する情報がいっぱいです！
コーナーに設置してある携帯電話からデジサポに直接電話相談もできます。
お気軽にお立ち寄りください。

テレビが見られなくなる前に
「デジサポ静岡」に相談！！

お問合せ先

デジサポ静岡 相談会グループ

〒422-8033 静岡市駿河区登呂３－１－１

ＴＥＬ：054-654-0211

デジサポ電話相談コーナー

2011年７月24日

24時までに電波が止まり、

この後は、映りません！

画面下側に「アナログ」

終了の案内が表示されている

画面右上に「アナログ」
と表示されている

デジサポ直通電話！

操作も簡単

【イメージ図】
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稲
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菊
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藤

享

依

田

ふ
じ
枝

土

屋

規
矩
子

吉

岡

う
た
子

夏

目

和

子

細

矢

金

治

斎

藤

み
つ
子

鈴

木

す
み
江

石

田

宏

山

本

一

詞

清

水

高

子

松

田

美
智
子

妻
あ
ら
ば
妻
傍
ら
に
花
筏

花
筏
こ
の
ま
ま
海
ま
で
行
く
の
や
ら

花
筏
永
久
に
竿
さ
せ
那
賀
川
に

流
れ
来
て
河
口
に
ほ
ど
く
花
筏

老
木
も
う
す
紅
散
ら
す
花
筏

草
と
り
を
好
き
と
言
ふ
婆
太
き
指

清
流
に
暫
し
旅
路
の
花
筏

沖
に
船
芒
洋
と
し
て
春
の
海

鍬
振
ふ
茄
子
苗
植
う
る
所
ま
で

水
底
に
雲
を
映
し
て
花
筏

巡
り
逢
ふ
潮
入
り
川
の
花
筏

廃
校
の
池
の
賑
は
ひ
花
筏

峠
路
の
気
温
は
十
度
春
霞

流
れ
て
は
ダ
ム
に
寄
り
添
ふ
花
筏

妹
の
絵
手
紙
母
へ
蕗
の
薹

花
便
り
地
震
の
見
舞
を
添
へ
に
け
る

世
界
か
ら
届
く
救
援
風
光
る

平
成

年

月
１
日
を
基
準
日

２２

１０

に
行
わ
れ
た
国
勢
調
査
へ
ご
協
力

い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

国
勢
調
査
は
、
日
本
に
住
ん
で

い
る
す
べ
て
の
人
と
世
帯
を
対
象

と
す
る
国
の
最
も
重
要
な
統
計
調

査
で
、
大
正
９
年
か
ら
ほ
ぼ
５
年

ご
と
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
び
、
人
口
と
世
帯
数
に

つ
い
て
、
速
報
値
が
公
表
さ
れ
ま

し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

町
の
人
口
は
、
前
回
の
平
成
１７

年
に
実
施
さ
れ
た
国
勢
調
査
に
比

べ
て

人
（

諸
）
の
減
少
と
な

４６２

５.７

り
ま
し
た
。

一
方
、
世
帯
数
に
つ
い
て
は
、

世
帯
（

諸
）
の
増
加
と
い
う

３２

１.１

結
果
に
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
確
定
値
に
つ
い
て
は
、

今
年
の
秋
頃
に
発
表
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

世 帯 数（戸）人 口（人）

平成17年平成22年平成17年平成22年

2,9863,0188,1047,642松崎町

32－462増減数

1.1%－5.7%増減率

1,353,5781,398,5503,792,3773,765,044静岡県

44,972－27,333増減数

3.3%－0.7%増減率

【
問
合
せ
】

企
画
観
光
課
（
４
２
）
３
９
６
４

葛
松
崎
町
の
人
口
と
世
帯
数
の
推
移

東日本大震災

復興を支援しましょう

【受付場所】

役場健康福祉課前カウンター

社会福祉協議会受付カウンター

環境改善センター受付

【問合せ】健康福祉課（４２）３９６６

義援金について

松崎町での取りまとめは、社会

福祉協議会で行っています。

詳細は、お問合せください。

【問合せ】社会福祉協議会

（４２）２７１９

ボランティアについて

禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵

松松松

崎崎

文文

芸芸

 『
平
成　

年
国
勢
調
査
』
結
果
速
報
値
の
お
知
ら
せ

２２
前
回
比
４
６
２
人 （
５.

７
％
） の
人
口
減
少

３
２
戸 （
１.

１
％
） の
世
帯
数
増

 『
平
成　

年
国
勢
調
査
』
結
果
速
報
値
の
お
知
ら
せ

２２
前
回
比
４
６
２
人 （
５.

７
％
） の
人
口
減
少

３
２
戸 （
１.

１
％
） の
世
帯
数
増
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松
崎
が
元
気
に
な
っ
て
震
災
復
興
を

　

３
月　

日 （
金
）
に
発
生
し
た

１１

東
日
本
大
震
災
の
影
響
に
よ
る

自
粛
ム
ー
ド
や
、
電
力
ひ
っ
迫

に
よ
る
計
画
停
電
の
実
施
に
よ

り
、富
士
川
以
東
の
地
域
で
は
、

観
光
客
が
激
減
し
て
い
ま
す
。

　

松
崎
町
で
も
、
震
災
直
後
に

計
画
し
て
い
た
ツ
ー
デ
ー
マ
ー

チ
、
中
川
三
聖
ま
つ
り
、
岩
科

重
文
ま
つ
り
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト

が
被
災
地
へ
の
配
慮
を
理
由
に

中
止
と
な
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
宿
泊
施
設
で
は
、

東
京
電
力
に
よ
る
計
画
停
電

の
影
響
か
ら
、
予
約
が
受
け

ら
れ
ず
、
観
光
業
を
基
幹
産

業
と
す
る
町
内
の
経
済
に
暗

い
影
を
落
と
し
て
い
ま
す
。

　

果
た
し
て
、
自
粛
す
る
こ

と
が
被
災
地
の
た
め
に
な
る

の
で
し
ょ
う
か
。

　

被
災
地
の
復
興
に
は
、
多

額
の
費
用
を
必
要
と
し
ま
す

が
、　

国
が
、
こ
の
費
用
を

１
日
で
も
早
く
被
災
地
へ
充

当
す
る
た
め
に
は
、
日
本
経

済
が
元
気
に
な
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　

松
崎
町
は
、
県
内
で
一
番
小

さ
な
町
で
す
が
、
こ
の
松
崎
町

か
ら
元
気
に
な
っ
て
、
被
災
地

の
復
興
を
支
援
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
松
崎
町
は
、
年
間

で
も
っ
と
も
観
光
客
が
訪
れ
る

夏
を
迎
え
ま
す
。

　

今
年
の
夏
は
、
い
ま
ま
で
以

上
に
集
客
や
イ
ベ
ン
ト
に
力
を

注
い
で
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

イ
ベ
ン
ト
を
企
画
運
営
し

て
い
た
だ
い
て
い
る
観
光
関

係
者
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
皆
様
で
、
従
来
の
イ
ベ
ン

ト
を
さ
ら
に
盛
り
上
げ
て
い

く
計
画
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、

ご
提
案
く
だ
さ
い
。

　

町
民
の
皆
様
が
一
体
と

な
っ
て
、
こ
の
自
粛
ム
ー
ド

を
一
掃
す
る
こ
と
が
被
災
地

支
援
に
つ
な
が
る
と
信
じ
て

が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
。　

　

松
崎
町
長

　
　
　

齋 
藤  
文 
彦

町長室からこんにちは　◯17

～～～まちのできごと～～～～ まちのできごとまちのできごと ～～ 
3/24

棚田百笑くらぶ「ビオトープ作り」

　石部の棚田では、富士常葉大学の山田辰美
教授を講師にお招きし、ホタルが生息しやす
い環境を整備するため、ビオトープ作りに取
り組んだほか、ホタルの幼虫を放流しました。

3/25

依田佐二平文化賞表彰式

　役場応接室では、賀茂郡内で地域の模範と認
められる活躍を見せた２個人・１団体を表彰し
ました。町内では、空手の全国大会で４位に入
賞した佐藤星来さんが受賞しました。

4/4

春の訪れを告げる 「ヒジキ刈り」（岩地区）

　岩地区では、春の到来を告げるヒジキ刈りが
行われました。地域住民約５０人が湾内の岩場
にびっしり生えそろったヒジキを、かまを使い
手際よく刈り取りました。

4/14

雲見地域おこしの会が桜の苗木を植栽

　旧清掃センター跡地を整備した雲見花沢園地
では、雲見地域おこしの会の会員約１０人と雲見
観光協会の有志の方たちが、公園を桜の名所に
するため、桜の苗木３０本を植栽しました。



　

大
腰
筋
は
体
の
中
で
背
骨
を
支
え
、
背
骨

と
左
右
の
太
も
も
の
骨
を
つ
な
い
で
い
る
歩

行
動
作
に
関
わ
る
大
切
な
筋
肉
で
す
。

　

大
腰
筋
を
鍛
え
る
こ
と
は
、
低
下
し
た
歩

行
能
力
の
向
上
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

家
庭
で
も
で
き
る
大
腰
筋
体
操
を
や
っ
て

み
ま
し
ょ
う
！
呼
吸
を
止
め
な
い
、
ゆ
っ
く

り
し
た
動
作
で
反
動
を
つ
け
な
い
、
ど
こ
を

動
か
し
て
い
る
か
意
識
す
る
の
が
ポ
イ
ン
ト

で
す
。

①
脚
ま
た
ぎ

長
座
姿
勢
で
左
脚
を

伸
ば
し
ま
す
。
右
脚
を

太
も
も
の
つ
け
根
か
ら

浮
か
し
、
左
脚
を
ま
た

ぎ
ま
す
。
ま
た
ぐ
時
は
体
も
ひ
ね
り
ま
す
。

②
お
し
り
歩
き

長
座
姿
勢
で
両
腕
を

組
ん
で
、
片
脚
を
交
互

に
浮
か
せ
ま
す
。
こ
の

時
、
お
尻
も
一
緒
に
浮

か
せ
ま
す
。

　

そ
の
場
で
尻
踏
み
出
来
た
ら
、
前
や
後
ろ

に
動
き
ま
す
。

③
脚
お
絵
か
き

仰
向
け
で
左
ひ
ざ
を

立
て
ま
す
。
右
脚
を
上

げ
て
、
太
も
も
の
つ
け

根
か
ら
脚
を
動
か
し
て
円
を
描
き
ま
す
。

芋

咽

允

員

鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯

鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯
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印
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二十一世紀　松崎町三つの実践運動「あいさつ・返事・後しまつ」

※この欄に掲載を希望されない場合は、お申し出ください。

町の人口と世帯

総人口 　 ７，９３４人  （－３６人）

　男　  　３，７６３人  （－２２人）

　女　  　４，１７１人  （－１４人）

世帯数  　３，１４３戸  （＋２戸）

転　入　４０人　転　出　６２人

出　生　０人　死　亡　１４人

（平成２３年３月３１日現在）
　　　　　（　）内は前月比

　

春
。 白
銀 
の 
世
界
に
覆
わ
れ
て
い

た
十
勝
平
野
も
、
長
い
眠
り
か
ら

覚
め
、
生
命
の
鼓
動
が
感
じ
ら
れ

る
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

　

帯
広
で
は
、 さ
ま
ざ
ま
な
大
地
の

恵
み
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
の
時
期
の
最
大
の
楽
し
み
が

山
菜
。 松
崎
町
で
も
お
馴
染
み
の
フ

キ
ノ
ト
ウ
や
ワ
ラ
ビ
を
は
じ
め
、 水

の
き
れ
い
な
小
川
沿
い
で
黄
色
の

可
愛
い
花
を
咲
か
せ
る
ヤ
チ
ブ
キ

 （
エ
ゾ
ノ
リ
ュ
ウ
キ
ン
カ
）、
ウ
コ

ギ
科
の
低
木
タ
ラ
ノ
キ
の
新
芽
で

天
ぷ
ら
に
す
る
と
、 と
て
も
美
味
し

い
タ
ラ
ン
ボ
な
ど
を
探
し
に
、 多
く

の
人
が
山
菜
採
り
に
出
掛
け
ま
す
。

　

な
か
で
も
、 北
海
道
の
山
菜
の
王

様
と
も
言
え
る
の
が
ギ
ョ
ウ
ジ
ャ

ニ
ン
ニ
ク
で
す
。 ユ
リ
科
の
多
年
草

で
、 ４
月
下
旬
か
ら
５
月
中
旬
に
か

け
、 山
間
の
川
に
沿
っ
た
斜
面
な
ど

に
群
生
し
ま
す
。 足
場
の
悪
い
急
斜

面
に
群
生
す
る
こ
と
が
多
く
、 採
る

と
き
に
は
細
心
の
注
意
が
必
要
で

す
。
ま
た
、 冬
眠
か
ら
覚
め
た
「
ヒ

グ
マ
」 と
鉢
合
わ
せ
概
な
ん
て
こ
と

も
あ
り
ま
す
の
で
、 鈴
や
ラ
ジ
オ
な

ど
音
の
出
る
も
の
を
持
ち
、 必
ず
数

松崎町ホームページアドレス　http://www.town.matsuzaki.shizuoka.jp/

人身事故 　１件 　（－４）

物損事故 　１１件 　（－６）

死　　者 　０人 　（±０）

傷　　者 　２人 　（－３）

大
腰
筋
を
鍛
え
ま
し
ょ
う
！

保
健
師
だ
よ
り

二
〇
一
一
年
五
月
一
日
発
行

通
刊　

第 

五 

六 

四 

号

人
で
離
れ
ず
に
動
き
ま
す
。

　

採
れ
た
ギ
ョ
ウ
ジ
ャ
ニ
ン
ニ
ク

は
、 北
海
道
名
物
の
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン

と
一
緒
に
焼
い
て
食
べ
た
り
、 め
ん

つ
ゆ
な
ど
に
漬
け
込
ん
だ
も
の
を

刻
ん
で
炒
め
物
に
入
れ
た
り
、 餃
子

の
具
に
混
ぜ
た
り
し
ま
す
。

　

松
崎
町
の
皆
様
も
、 帯
広
に
来
ら

れ
た
ら
、ぜ
ひ
ご
賞
味
く
だ
さ
い
。

　

た
だ
し
、 ギ
ョ
ウ
ジ
ャ
ニ
ン
ニ
ク

は
、 一
般
的
な
ニ
ン
ニ
ク
を
凌
駕
す

る
強
烈
な
臭
い
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　

お
い
し
い
か
ら
と
い
っ
て
食
べ

過
ぎ
る
と
、 次
の
日
、
誰
も
ま
わ
り

に
近
寄
っ
て
来
な
く
な
り
ま
す
の

で
ご
注
意
を
。

おくやみ申し上げます（死亡）

姉

妹

都

市

通

信

届出人年齢氏　名地　区

完 成91高 橋 静 子雲　見

松 恵86山 本 秀 雄大 澤

六 夫93補 陀 き よ宮 内

義 和84　 池 嘉 一野 田

誠81土 屋 眞 一江奈２

亘86山 田 術 雄櫻 田

町 の 交 通 事 故

平成２３年３月発生分

　　（　）内は前年同月比

届出人年齢氏　名地　区

渡邉雅美91樋 口　 ま江奈２

千 代80　 池 直 三江奈２

洋 子69馬 場　 豐峰 輪

　 樹92藤 池　 衡伏 倉

五 十 六91眞 野 百 子江奈１

金 男78石 田 竹 平江奈１

典 隆71坂 本　 望大 澤

戸戸戸籍籍だよだよりり
（（３３月届出分月届出分））

姉

妹

都

市

通

信

帯
広
市
か
ら

「「
春
の
恵
み

「
春
の
恵
み
」」

滑急斜面に群生

するギョウジャ

ニンニク

葛ジンギスカン

とギョウジャ

ニンニク


